
◎
令
和
６
年
能
登
半
島
地
震

　

新
年
の
幕
開
け
を
国
民
が
祝
う
令
和
６

年
元
旦
、
16
時
10
分
頃
に
石
川
県
能
登
半

島
で
最
大
震
度
７
の
揺
れ
を
観
測
す
る
地

震
が
発
生
し
ま
し
た
。
地
震
の
深
さ
は
16

キ
ロ
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
７
・
６
と
な
り
、

阪
神
・
淡
路
大
震
災
や
熊
本
地
震
の
マ
グ

ニ
チ
ュ
ー
ド
７
・
３
を
超
え
る
規
模
と
な

り
ま
し
た
。

　

こ
の
地
震
の
影
響
で
、
石
川
県
輪
島
市

や
志
賀
町
で
震
度
７
、七
尾
市
や
珠
洲
市
、

穴
水
町
で
震
度
６
強
、
中
能
登
町
と
能
登

町
、
新
潟
県
長
岡
市
で
震
度
６
弱
を
記
録

し
ま
し
た
。

　

気
象
庁
は
、
今
回
の
一
連
の
地
震
活
動

を
「
令
和
６
年
能
登
半
島
地
震
」
と
名
付

け
ま
し
た
。
そ
の
後
も
余
震
が
相
次
い
で

発
生
し
、
震
度
１
以
上
を
観
測
す
る
地
震

は
２
月
22
日
ま
で
の
間
に
１
、６
７
５
回

発
生
し
て
い
ま
す
。
今
回
の
地
震
の
活
動

域
は
能
登
半
島
及
び
そ
の
北
東
側
の
海
域

を
中
心
と
す
る
北
東
―
南
西
に
延
び
る

１
５
０
㎞
程
度
の
範
囲
に
広
が
っ
て
い
ま

す
。

　

今
回
の
地
震
に
よ
り
、
１
府
８
県
で
甚

大
な
被
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
２
月
22

日
現
在
の
内
閣
府
の
情
報
で
は
、
人
的
被

害
と
し
て
死
者
が
２
４
１
人
（
石
川
県
の

み
）、
負
傷
者
が
１
、２
９
７
人
、
住
家
被

害
で
は
、
全
壊
が
９
、０
５
０
棟
、
半
壊

が
１
２
、８
２
０
棟
、
床
上
・
床
下
浸
水

が
25
棟
、
一
部
破
損
が
５
４
、３
６
２
棟

と
公
表
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
他
、
輪
島

市
を
中
心
と
し
て
大
規
模
な
火
災
が
発
生

し
た
こ
と
や
、
奥
能
登
や
中
能
登
の
地
域

で
は
多
く
の
地
域
で
断
水
が
今
も
続
い
て

い
ま
す
。

◎
全
国
の
社
協
が
支
援
に

　

今
回
の
能
登
半
島
地
震
で
は
、
生
活
福

祉
資
金
緊
急
小
口
資
金
の
特
例
貸
付
や
災

害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
運
営
支
援

と
し
て
、
全
国
の
社
協
が
石
川
県
内
の
市

町
村
社
協
に
支
援
を
行
い
ま
し
た
。
本
県

と
し
て
も
、
特
例
貸
付
業
務
の
支
援
で
能

登
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
本
会
職
員
２
名

を
派
遣
し
た
ほ
か
、
志
賀
町
災
害
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
運
営
支
援
と
し
て
、

３
月
末
ま
で
の
期
間
で
本
会
職
員
を
３
名
、

市
町
村
社
協
職
員
を
５
名
派
遣
し
、
現
在

も
支
援
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

緊
急
小
口
の
特
例
貸
付
に
つ
い
て
は
、

石
川
県
内
の
み
で
、
相
談
件
数
が
延
べ
１
、

０
４
１
件
、
貸
付
件
数
は
延
べ
８
０
９
件

と
な
り
、
貸
付
金
額
の
総
額
と
し
て
は

１
億
円
を
超
え
て
い
ま
す
（
２
月
27
日
現

在
）。

◎
石
川
県
内
の
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

石
川
県
で
は
、
石
川
県
庁
が
所
管
す
る

「
公
益
財
団
法
人 

石
川
県
県
民
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
」
に
て
災
害
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
事
前
登
録
・
管
理
を
行
っ
て
お

り
、
交
通
網
が
整
備
さ
れ
て
い
な
い
中

能
登
・
奥
能
登
地
方
の
市
町
に
つ
い
て
、

日
々
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
バ
ス
を
運
行
し
、
災

害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
派
遣
し
て
い
ま
す
。

　

石
川
県
内
の
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
情
報

に
つ
い
て
は
、
公
益
財
団
法
人
石
川
県
県

民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

が
開
設
す
る
特
設
サ
イ
ト
よ

り
確
認
い
た
だ
け
ま
す
。

◎
志
賀
町
の
被
災
状
況
と

　
　
志
賀
町
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

　

石
川
県
志
賀
町
は
、
能
登
半
島
の
ほ
ぼ

中
央
に
位
置
し
、
県
内
唯
一
の
原
発
で
あ

る
北
陸
電
力
志
賀
原
子
力
発
電
所
が
設
置

さ
れ
て
い
ま
す
（
今
回
の
地
震
に
よ
る
放

射
能
等
安
全
上
の
問
題
は
発
生
し
て
い
な

い
と
の
こ
と
）。
２
０
０
５
年
に
志
賀
町

及
び
富
来
町
が
合
併
し
、
現
在
の
志
賀
町

が
発
足
し
ま
し
た
。
今
回
の
地
震
で
は
、

志
賀
町
の
北
側
に
あ
る
富
来
地
区
に
て
多

く
の
被
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
志
賀
町

の
被
害
状
況
と
し
て
は
、
死
者
２
名
、
負

傷
者
１
０
５
名
、
住
家
被
害
（
全
壊
・
半

壊
・
一
部
損
壊
）
６
、４
１
２
棟
、
床
上
・

令
和
６
年
能
登
半
島
地
震

石
川
県
を
中
心
に
甚
大
な
被
害
　

　
　
　
　
　
全
国
の
社
協
が
支
援
に
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床
下
浸
水
11
棟
、
非
住
家
21
棟
の
被
害
が

確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
志
賀
町
で
は
津
波

の
被
害
が
な
く
、
地
震
に
よ
る
家
屋
や
ブ

ロ
ッ
ク
塀
等
の
倒
壊
、
家
屋
内
の
家
財
道

具
の
散
乱
等
が
主
な
被
害
で
あ
り
、
そ
れ

に
伴
っ
て
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
ニ
ー
ズ
も

散
乱
し
た
瓦
や
ブ
ロ
ッ
ク
塀
、
家
財
の
撤

去
が
多
く
を
占
め
て
い
ま
す
。

　

志
賀
町
で
は
、
志
賀
町
社
会
福
祉
協
議

会
を
運
営
主
体
と
し
て
１
月
９
日
に
志
賀

町
高
浜
町
に
あ
る
志
賀
町
文
化
ホ
ー
ル
内

に
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
を
設
置

し
ま
し
た
。
志
賀
町
社
会
福
祉
協
議
会
の

ほ
か
、
地
元
の
有
志
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
近

畿
ブ
ロ
ッ
ク
社
協
（
２
月
13
日
ま
で
）、

北
海
道
・
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
及
び
四
国
ブ

ロ
ッ
ク
社
協
（
２

月
13
日
以
降
）、
ト

ヨ
タ
自
動
車
、
地

元
商
工
会
青
年
部

等
に
よ
り
運
営
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

は
、
前
述
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
バ
ス
に

よ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
が
連
日
約
50
～

70
人
程
訪
れ
る
ほ

か
、
団
体
が
約
20

～
30
人
、
地
元

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
が
約
20
人
と
、

１
０
０
人
前
後
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が

活
動
さ
れ
、
日
々

被
災
者
の
生
活
再

建
の
た
め
に
尽
力

さ
れ
て
い
ま
す
。

◎
こ
れ
か
ら
の
被
災
者
支
援

　

被
災
さ
れ
た
方
の
自
宅
の
多
く
は
全
壊

や
半
壊
で
、
発
災
か
ら
２
か
月
過
ぎ
て

も
避
難
所
生
活
を
送
っ
て
い
る
方
も
多

く
、
今
後
自
宅
に
住
み
続
け
る
た
め
に
修

繕
を
行
う
の
か
、
自
宅
を
取
り
壊
し
生
ま

れ
育
っ
た
地
を
離
れ
る
の
か
と
い
っ
た
決

断
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
声
も

住
民
か
ら
は
多
く
聞
こ
え
て
き
ま
す
。
自

宅
が
損
壊
か
ら
免
れ
た
と
し
て
も
、
能
登

地
方
に
お
い
て
は
短
期
間
に
２
度
も
大
き

な
地
震
が
発
生
し
た
こ
と
か
ら
、
こ
の
ま

ま
こ
の
土
地
に
住
み
続
け
る
こ
と
は
難
し

い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
不
安
の
声
も
同

時
に
あ
が
っ
て
き
て
い
ま
す
。
現
在
、
仮

設
住
宅
へ
移

る
方
も
徐
々

に
出
て
き
て

は
い
ま
す
が
、

プ
ラ
イ
バ

シ
ー
等
が
確

保
さ
れ
、
皆

が
安
心
し
て

生
活
で
き
る

よ
う
な
状
況

に
至
る
ま
で

は
、
ま
だ
多

く
の
時
間
を

要
す
る
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

　

そ
れ
と
同
時

に
地
元
の
行
政
や
社
協
職
員
ら
支
援
者
の

多
く
も
被
災
者
で
す
。
地
元
の
支
援
者
自

身
、
職
責
を
全
う
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

責
任
感
と
、
被
災
者
と
し
て
の
自
分
の
生

活
の
間
で
悩
み
苦
し
み
な
が
ら
支
援
を
続

け
て
い
ま
す
。
こ
う
い
っ
た
支
援
者
の
心

に
寄
り
添
っ
た
支
援
が
今
も
そ
し
て
こ
れ

か
ら
も
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

◆
◆
◆　

◆
◆
◆　

◆
◆
◆　

◆
◆
◆　

◆
◆
◆

　　

本
会
で
は
、
被
災
地
で
暮
ら
す
方
々
の

生
活
再
建
に
向
け
、
北
海
道
・
東
北
ブ

ロ
ッ
ク
の
他
道
県
指
定
都
市
社
協
と
も
連

携
し
な
が
ら
、
今
後
も
必
要
な
支
援
を
続

け
て
参
り
ま
す
。

石川県ボランティアバスの様子
志賀町災害ボランティアセンターでは、金沢から来ていただいたボラン
ティアを地元社協・地元ボランティア・応援社協全員でお見送りします。

志賀町災害ボランティアセンターの様子
本会職員も支援にあたりました。

石川県志賀町の被災状況
地面の隆起や家屋・ブロック塀の倒壊
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